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法人概要 

 

１ 目 的 

公立大学法人富山県立大学は、地方独立行政法人法に基づき、大学を設置し、及び管理することによ

り、富山県における知の拠点として、広く知識と技術を授け、未来を志向した高度な専門の学術を深く

教授研究するとともに、特色ある教育を行い、人間性豊かな創造力と実践力を兼ね備えた、地域及び社

会に有為な人材を育成し、併せて、広く開かれた大学として、優れた教育研究の成果を地域や社会に還

元し、もって富山県はもとより我が国と世界の学術文化の向上と地域及び産業の振興、保健及び医療の

充実、社会の発展に寄与する。 

 

２ 業 務 

（１）県立大学を設置し、これを運営すること。 

（２）学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと。 

（３）法人以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う教育研究の実施その他の法人以外の者との連

携による教育研究活動を行うこと。 

（４）公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。 

（５）県立大学における教育研究の成果を普及し、及びその活用を促進すること。 

（６）前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

３ 事務所・校地の所在地 

【射水キャンパス】 富山県射水市黒河5180番地 

【富山キャンパス】 富山県富山市西長江二丁目２番78号 

 

４ 資本金の状況 

6,614,440,000円 （全額 富山県出資） 

 

５ 校地・建物面積 

◆校地面積 

【射水キャンパス】 約19.8ha（学校敷地11.2ha、運動場その他8.6ha） 

【富山キャンパス】 約  1.2ha（学校敷地  1.2ha） 

◆建物面積 

【射水キャンパス】 約70千㎡（本部棟、中央棟、講義棟、研究棟、合同棟、生物工学科棟、図書館、体

育館、大谷講堂、ＤＸ教育研究センター、情報工学研究棟等） 

【富山キャンパス】 約15千㎡（教育棟、エントランス棟、研究棟、図書館棟） 

 

 

６ 基本目標（公立大学法人富山県立大学第２期中期目標＜令和３～８年度＞） 

（１）学生を大きく伸ばす教育力の高い大学 

学生の課題解決力を身につける実践重視の教育を推進し、地域社会はもとより国際社会で活躍でき

る有為な人材を育成する。 

（２）未来を志向した高度な研究を推進する大学 

基盤的・先端的な研究を推進し、県内産業、保健及び医療の発展はもとより国内と世界の学術の向

上に貢献する。 

（３）広く開かれ地域社会に貢献する大学 

富山県における知の拠点として、優れた教育研究成果を広く地域社会に還元し、地域及び産業の振

興並びに保健及び医療の充実に貢献する。 
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○建学の理念 

(1) 富山県の発展をめざした県民の大学 

(2) 未来を志向した大学 

(3) 特色ある教育をめざした大学 

○大学の設置目的 

１ 次代を担う青年の多様な個性の開発を促し、視野の広い、人間性豊かな、創造力と実践力を兼

ね備えた、地域及び社会に有為な人材を育成。 
２ 学術の中心として広く知識、技術を授け、未来を志向し、高度な専門の学芸を深く教授研究。 
３ 学術、産業及び医療との有機的連携を進めるとともに、富山県民の本学に対する地域振興の原

動力としての期待や生涯学習に対する多様な要請に応え、科学技術の新たな拠点として、学術文

化の向上と産業及び医療の振興発展に寄与。 

 

７ 教育の特色 
 
【工学部】 

 
(１) 少人数によるゆきとどいた教育 

①  教員１人当たり学生数10人 

② 全ての学年における少人数ゼミの導入 

 

(２) 人間性豊かな技術者の育成につながるカリキュラム編成 

① 低学年における専門科目を拡大する、くさび型カリキュラムの実施 

② 人間的成長に応じた高学年次での教養教育科目の開講 

 

(３) 基礎知識・基礎技術の確実な修得 

基礎科目、実験・演習の重視 

 

(４) 学部・大学院（博士前期課程）を通じた連携教育体制の確立 

６年一貫教育を意識した体系的カリキュラム 

 

(５) 学生の自立を促すキャリア教育の実施 

① 学生のキャリア形成につながる実践的で体系的な教育プログラムを、入学から卒業まで展開 

② キャリアセンターによるきめ細やかな指導・助言 

 

(６) 環境リテラシーを育む環境教育プログラムの実施 

持続可能な社会の実現に向けて環境への幅広い視点と倫理観（環境リテラシー）を備えた工学技術者を

育成するため、導入教育から専門教育に至るまで体系的な環境教育プログラムを展開 

 

【情報工学部】 
 
(１) データサイエンスの専門教育 

データサイエンスに関する様々なカリキュラムを導入した専門人材の育成 

 

(２) 少人数によるゆきとどいた教育 

全ての学年に少人数ゼミを導入し、一人ひとりにゆきとどいた教育を行い、基礎学力の向上や人間力・

実践力・創造力を養成 

 

(３) デザイン思考による課題発見解決力  

利用者の潜在的課題を顕在化させ、仮説・検証を繰り返し試行することで解決策を発見する思考法（デ

ザイン思考）を身につけ、これまでにない視点・柔軟な発想力、多様性を備えた真の課題解決に取り組む

技術開発者・研究者の育成 
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(４) 企業の技術者との連携授業 

企業や官庁などで活躍している方々を外部講師として招いた講義の実施 

 

(５) 人間性豊かな技術者の育成につながるカリキュラム編成  

① 低学年における専門科目を拡大する、くさび型カリキュラムの実施 

② 人間的成長に応じた高学年次での教養教育科目の開講 

 

(６) 学生の自立を促すキャリア教育 

① 学生のキャリア形成につながる実践的で体系的な教育プログラムを実施 

② キャリアセンターによるきめ細やかな指導・助言 

 

【看護学部】 
 
(１) 「自ら学ぶ力」を身につける 

① 少人数によるグループ学修やアクティブラーニングなど、主体性を持って協力して課題に対応する学

び方を多く取り入れる。 

② ｅラーニング教材を用いて、学生が自ら学ぶ姿勢を支援 

 

(２) 多様な実習の場で実践力をつける 

富山県立中央病院をはじめ、県内の公的病院や訪問看護ステーション、様々な保健医療福祉施設で地域

に密着した実習を行う。 

 

(３) 工学的な視点を「看護」の世界へ 

工学的視点を取り入れた人にやさしい看護学について学び、新時代の看護師を目指す。 

 

(４) 地域共生ゼミで地域の課題解決に向けて取り組む 

① 多様な視点から考え、創造し、表現する力を育てる。 

② 地域に存在する課題とその解決策を探究する。 

 

【文部科学省：大学教育再生の戦略的推進の採択状況】 
 
(１) 現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ） 

① 地域連結型「知の結集」工学教育プログラム〔H16～18〕 

地域活性化への貢献をテーマに、産学官が連携して工学教育を実施。 

・卒業研究テーマの募集  ・修士論文テーマの提案 

・ＭＯＴ（技術経営）や知的財産に関する新講義の開設 

・「論文準修士制度」の創設（H18.4～） 

 

② 学生の自立を促す統合型キャリア増進プラン〔H18～20〕 

学生の高い職業意識や幅広い人間形成を支援する。 

・計画的なキャリア形成科目群の構築 

・総合的なキャリア活動実績評価制度の導入（キャリアポイント、キャリアパスポート） 

 

③ 富山型環境リテラシー教育モデルの構築〔H19～21〕 

持続可能な社会の実現に向け、環境リテラシーを備えた環境調和型技術の創造者を育成するとともに、

あらゆる高等教育機関で実施されるべき環境教育モデルを提示する。 

・恵まれた自然環境と公害等環境問題が凝縮された富山県の風土環境の活用 

・小規模大学の特性を生かした全学横断型教育の試行 

・導入教育から専門的教育まで体系化・統合化した環境教育プログラムの実施 

・学生の主体的な学習を促す教育システムの提供（キャンパスフィールド活動等） 
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(２) 「大学生の就業力育成支援事業（就業力支援ＧＰ）」 

企業社会で活躍できる骨太人材育成プランの構築〔H22～23〕 

・学生の自己開発力を強化するキャリアドックの開発・実施 

・学生の社会性・実践力を涵養するキャリア教育の展開 

・学生の就業力・生きる力を増進する支援ネットワーク体制の整備 

 

(３) 「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」 

中部圏の地域・産業界との連携を通した教育改革力の強化 [H24～26] 

中部圏23大学の中部地域大学グループと連携し、アクティブラーニングを活用し、地域・産業界と

の連携を通して、産業界等のニーズに対応した人材を育成する。 

 

(４) 特色ある大学プログラム（特色ＧＰ） 

フィールド実習をコアとした流域環境教育〔H17～18〕 

水環境に恵まれた本県の特性を生かして、フィールド実習をコアとした流域環境教育を実施。 

（旧短期大学部） 

 

(５) 大学院教育改革支援プログラム（大学院ＧＰ） 

環境調和型高度ものづくり能力の育成〔H19～21〕 

環境に配慮した安全・安心な社会の構築を目指したより高度な専門教育と研究を展開し、「環境調和 

型高度ものづくり能力」を備えた人材の育成を図る。 

（工学研究科機械システム工学専攻） 

・高度な機械工学分野の専門能力を有する人材の育成 

・資源循環型社会の実現に向け、今日的課題を解決できる人材の育成 

・幅広い視野と豊かなコミュニケーション能力を有する人材の育成 

 

(６) 地（知）の拠点整備事業 

「工学心」で地域とつながる「地域協働型大学」の構築〔H25～29〕 

地域に役立つ技術者マインド｢工学心｣を持ち、地域課題に取り組む学生の育成や地域を志向した

研究・社会貢献を行う「地域協働型大学」の構築を目指す。 

・全学的な取組み：新たな学長直属組織（ＣＯＣ推進本部）の設置 

・自治体との連携：富山県、射水市をはじめ既に本学と連携実績のある市町との連携強化による事 

業の推進 

・教育：学生の主体的な社会参画や課題解決力の育成を図るため、地域との交流・対話・協働の促 

進を目指すカリキュラムの見直しやサポート 体制の整備 

・研究：地域課題を志向した研究の推進のため、教員の意識改革と学生の参画促進  

・社会貢献：生涯学習や企業人材育成支援事業の充実・発展 

 

【文部科学省：大学における医療人の養成の採択状況】 
 
(１) ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業（看護学部）[R3～R4] 

新型コロナウイルス感染症の影響により、臨地実習での学生の人数制限や時間短縮等が余儀なくさ

れる中で、デジタル技術を活用した下記の取組みを行うことにより、教育の質を保証するとともに、

学生の体験不足を補い、高度な看護人材を継続的に養成することを目指す。 

・各臨地実習に即した情報を登録した電子カルテシステムを完成させ、ライフサイクルに応じて成長

するシミュレーション患者を用いた看護展開を学修 

・手術室における看護師の一連の動きをアバターとして体験できるＶＲ手術室を作成し、手術室での

看護をリアルに学修 

・患者の術後創部と摘出検体を３Ｄプリンターで作成し、創部観察や処置を行うことで実体験を補足 



沿　 革

昭37.  4月　 富山県立大谷技術短期大学　 開学（ 農業機械科、 機械科、 応用数学科設置）

昭47.  4月　 富山県立技術短期大学に名称変更

平 2.  4月　 富山県立大学開学【 日本海側初の工学系公立大学】

　 　 　 　 　 （ 機械シス テム工学科、 電子情報工学科設置）

短期大学部を併設（ 農業技術学科、 環境工学科設置）

平 4. 10月  バイ オテク ノ ロ ジーの研究拠点と し て生物工学研究センタ ー開所

平 6.  4月　 大学院修士課程（ 機械シス テム工学専攻、 電子情報工学専攻） 開設

平 8.  4月　 大学院博士後期課程（ 機械シス テム工学専攻、 電子情報工学専攻） 開設

大学院修士課程（ 生物工学専攻） 開設

平10.  4月  大学院博士後期課程（ 生物工学専攻） 開設

短期大学部専攻科（ 生物資源専攻、 地域環境工学専攻） 開設

平15.  4月 短期大学部の農業技術学科と 環境工学科を 再編し 、 生物資源学科と 環境シス テム工学科を 設置

平16.  4月　 地域連携センタ ー開所

平17.  4月　 短期大学部専攻科（ 環境シス テム工学専攻） 開設

平18.  4月

併せて、 大学院博士前期・ 後期課程を ３ 専攻から ４ 専攻に再編

平19.  3月　 短期大学部生物資源学科廃止

平19.  4月　 キャ リ アセンタ ー開所

平20.  3月　 短期大学部専攻科（ 生物資源専攻） 廃止

平21.  4月　 工学部環境工学科開設

平22.  3月　 短期大学部環境シス テム工学科廃止

平24.  3月　 短期大学部環境シス テム専攻廃止

短期大学部閉学

平25.  4月　 大学院博士前期課程（ 環境工学専攻） 開設

平27.  4月　 公立大学法人富山県立大学設置（ 地方独立行政法人化）

大学院博士後期課程（ 環境工学専攻） 開設

平28.  4月　 機械シス テム工学科及び知能デザイ ン工学科の入学定員の増

平29.  4月　 工学部医薬品工学科開設

平30.  4月　 知能デザイ ン工学科の名称を 知能ロ ボッ ト 工学科に変更

平31.  4月　 看護学部（ 看護学科） 開設

　 　 　 　 　  工学部教養教育センタ ー設置

　 　 　 　 　  生物工学研究センタ ーの名称を生物・ 医薬品工学研究センタ ーに変更

令 2.  4月　 工学部電気電子工学科及び情報シス テム工学科開設

令 3.  4月　 大学院博士前期課程の５ 専攻全ての入学定員を 増員及び４ 専攻の名称変更

　 　 　 　 　  大学院博士後期課程の５ 専攻を廃止し １ 専攻（ 総合工学専攻） に再編

令 4.  4月　 Ｄ Ｘ 教育研究センタ ー開所

令 5.  4月　 大学院看護学研究科修士課程（ 看護学専攻） 及び看護学専攻科（ 公衆衛生看護学専攻、 助産学専攻） を 開設

令 6.  4月　 情報工学部（ データ サイ エンス 学科、 情報シス テム 工学科、 知能ロ ボッ ト 工学科） 開設

令 7.  4月　 看護学研究科博士後期課程設置

　 　 　 　 　  看護学研究科修士課程を 博士前期課程に課程変更

令 8.  4月　 大学院情報工学研究科設置( 博士前期課程３ 専攻及び博士後期課程１ 専攻）

初　 代 藤　 井　 澄　 二　 （ 平成 ２  年４ 月１ 日～平成 ９  年３ 月３ １ 日）

第２ 代 川　 端　 　 　 昭　 （ 平成 ９  年４ 月１ 日～平成１ ３ 年３ 月３ １ 日）

第３ 代 中　 島　 恭　 一　 （ 平成１ ３ 年４ 月１ 日～平成１ ９ 年３ 月３ １ 日）

第４ 代 田　 中　 正　 人　 （ 平成１ ９ 年４ 月１ 日～平成２ ３ 年３ 月３ １ 日）

第５ 代 前　 澤　 邦　 彦　 （ 平成２ ３ 年４ 月１ 日～平成２ ５ 年３ 月３ １ 日）

第６ 代 石　 塚　 　 　 勝　 （ 平成２ ５ 年４ 月１ 日～平成３ １ 年３ 月３ １ 日）

第７ 代 下　 山　 　 　 勲　 （ 平成３ １ 年４ 月１ 日～令和 ７  年３ 月３ １ 日）

第８ 代 小 笠 原　   司　 （ 令和 ７  年４ 月１ 日～　 　 　 現　 　 　 在　 　 ）

情報シス テム工学科及び環境工学科の名称を 、 電子・ 情報工学科と 環境・ 社会基盤工学科にそれぞれ変更
し 、 あわせて入学定員を 増員

工学部に新たに生物工学科を設置する と と も に、 機械シス テム工学科と 電子情報工学科の２ 学科を、 機械
シス テム工学科、 知能デザイ ン工学科及び情報シス テム工学科の３ 学科に再編

富山県立大学　 歴代学長
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（ 令和8年5月1日現在）

看 護 学 部 教 授 会

大学院
工学研究科委員会

大学院
情報工学研究科委員会

大学院
看護学研究科委員会

看護学専攻科委員会

情 報 工 学 部 教 授 会

射 水 館

附 属 図 書 館

富 山 館

情 報 基 盤 セ ン タ ー

生物・ 医薬品
工学研究センタ ー

地 域 連 携 セ ン タ ー

キ ャ リ ア セ ン タ ー

Ｄ Ｘ 教 育 研 究 セ ン タ ー
グ リ ー ン × Ａ Ｉ
教 育 研 究 拠 点

事 務 局

工 学 部 教 授 会

知 能 ロ ボ ッ ト 工 学 専 攻
（ 博 士 前 期 課 程 ）

情 報 工 学 専 攻
（ 博 士 後 期 課 程 ）

大 学 院 看 護 学 研 究 科 看 護 学 専 攻
（ 博士前期課程・ 博士後期課程）

公 衆 衛 生 看 護 学 専 攻

看 護 学 専 攻 科

助 産 学 専 攻

情 報 シ ス テ ム 工 学 専 攻
（ 博 士 前 期 課 程 ）

知 能 ロ ボ ッ ト 工 学 科

看 護 学 部 看 護 学 科

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻
（ 博 士 前 期 課 程 ）

電 気 電 子 工 学 専 攻
（ 博 士 前 期 課 程 ）大 学 院 工 学 研 究 科

環 境 ・ 社 会 基 盤 工 学 専 攻
（ 博 士 前 期 課 程 ）

生 物 ・ 医 薬 品 工 学 専 攻
（ 博 士 前 期 課 程 ）

総 合 工 学 専 攻
（ 博 士 後 期 課 程 ）

デ ー サ イ エ ン ス 専 攻
（ 博 士 前 期 課 程 ）大 学 院 情 報 工 学 研 究 科

副学長 医 薬 品 工 学 科
理　 事

デ ー タ サ イ エ ン ス 学 科

監　 事 学長補佐 情 報 工 学 部
情 報 シ ス テ ム 工 学 科

教育研究審議会 工 学 部 環 境 ・ 社 会 基 盤 工 学 科

副理事長
( 学長兼務)

学　  　 長 生 物 工 学 科

公立大学法人富山県立大学組織図

教 養 教 育 セ ン タ ー

理事会 機 械 シ ス テ ム 工 学 科

理事長 経営審議会 電 気 電 子 工 学 科
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役職員
（ 令和８ 年７ 月１ 日現在）

理 事 長 山　 本　 　 　 修
【 工学部】

副理事長
学　 　 長

理　 　 事
副 学 長

理　 　 事
事務局長

小　 林　 聖　 子
【 情報工学部】

監　 　 事 林　 　 　 　 　 衛 高　 木　 　 　 昇

監　 　 事 堀　 　 　 仁　 志 髙　 野　 博　 史

岩　 本　 健　 嗣

【 経営審議会】 松　 本　 公　 久

理 事 長 山　 本　 　 　 修
【 看護学部】

副理事長 小笠原　 　 　 司 松　 井　 弘　 美

理　 　 事 鳥　 山　 朋　 二 木　 谷　 尚　 美

理　 　 事 永　 原　 和　 久 比　 嘉　 肖　 江

理　 　 事 高　 木　 章　 裕 越　 田　 美穂子

理　 　 事 三　 吉　 勇　 人
【 大学院】

理　 　 事 小　 林　 聖　 子 伊　 藤　 　 　 始

外部有識者 蔵　 堀　 祐　 一 鈴　 木　 真由美

外部有識者 村　 上　 美也子 石　 坂　 圭　 吾

外部有識者 岡　 本　 里　 美 古　 谷　 　 　 元

金　 井　 　 　 保

【 教育研究審議会】

小笠原　 　 　 司 高　 木　 　 　 昇

副 学 長 坂　 村　 芳　 孝 髙　 野　 博　 史

副 学 長 鳥　 山　 朋　 二 岩　 本　 健　 嗣

松　 本　 公　 久

髙　 野　 博　 史

松　 井　 弘　 美

清　 水　 暢　 子 清　 水　 暢　 子

神　 谷　 和　 秀 清　 水　 暢　 子

五十嵐　 康　 弘 松　 井　 弘　 美

平　 野　 嘉　 孝

堀　 川　 教　 世
【 事務局】

中　 川　 慎　 二 永　 原　 和　 久

大　 寺　 康　 夫 吉　 澤　 泰　 樹

加　 藤　 康　 夫 喜　 多　 美　 月

唐　 山　 英　 明 波　 能　 映　 子

米　 田　 英　 伸 牧　 野　 充　 弘

木　 谷　 尚　 美 野　 田　 　 　 真

永　 原　 和　 久 山　 元　 真　 弓

鳥　 山　 朋　 二 学科長
( 機械ｼｽﾃﾑ工学科)

鈴　 木　 真由美

学科長
( 生物工学科)

金　 井　 　 　 保

永　 原　 和　 久

学科長
( 電気電子工学科)

石　 坂　 圭　 吾

学科長
( 環境・ 社会基盤工学科)

古　 谷　 　 　 元

工学部長 伊　 藤　 　 　 始
小笠原　 　 　 司

教養教育セン タ ー長 室　 　 　 裕　 司

学科長
（知能ロボット工学科）

学科長
( データ サイ エン ス 学科)

情報工学部長

村　 上　 達　 也学科長
( 医薬品工学科)

学科長
( 情報シス テム工学科)

石　 坂　 圭　 吾

専攻長
(電気電子工学専攻)

専攻長
(生物・医薬品工学専攻)

看護学研究科長

看護学部長

看護学科長

看護学生科長

看護研究・ 地域連携科長

教務課課長
（ 学生募集担当）

教務学生課長

工学研究科長

工学部長
工学研究科長

伊　 藤　 　 　 始

高　 木　 　 　 昇

専攻長
(機械システム工学専攻)

専攻長
(情報システム工学専攻)

専攻長
(知能ロボット工学専攻)

専攻長
(情報工学専攻)

情報工学研究科長

専攻長
(データサイエンス専攻)

【 看護学専攻科】

専攻長
( 総合工学専攻)

教務課長

富山キャ ンパス 事務部長
管理課長

看護学部長
看護学研究科長

松　 井　 弘　 美

副 学 長 岡　 本　 恵　 里

情報工学部長
情報工学研究科長

事務局業務改善推進監

専攻長
(環境・社会基盤工学専攻)

看護学専攻科長

公衆衛生看護学専攻長

事務局長

事務局次長
経営企画課長

助産学専攻長

学長補佐

事務局長

キャ リ アセン タ ー所長

看護学専攻科長

学生部長

入試・ 学生募集部長

附属図書館長

地域連携セン タ ー所長

学長補佐

情報基盤セン タ ー所長, 学
長補佐

生物・ 医薬品工学研究セン
タ ー所長

Ｄ Ｘ 教育研究セン タ ー所
長, 学長補佐

理　 　 事
 ( 非常勤)

高　 木　 章　 裕

理　 　 事
 ( 非常勤)

三　 吉　 勇　 人

学　 　 長

理　 　 事
 ( 非常勤)

情報戦略

担当

コンプライアンス

担当

教育研究

担当
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（ 令和８ 年５ 月１ 日現在）

附属施設等の概要

●附属図書館富山館

●Ｄ Ｘ 教育研究セン タ ー

（ 写真）
デジタ ル技術を活用する こ と によ って社会に変革をも たら し 、 人々の暮ら し をよ り 良く する Ｄ
Ｘ に取り 組むこ と によ り 、 地域社会はも と よ り 、 広く 人々の生活を支援する ための人材教育や
高度な研究に取り 組んでいる 。

（ 写真）
大学の知的資源を積極的に地域社会に還元する こ と を目的と し 、 地元産業界と の産学連携や地
域交流を一体的に行っている 。

（ 写真）
富山県立大学の理念に沿って、 実践的かつ体系的なキャ リ ア形成のための教育・ 支援を行い、
学生の高い職業意識・ 能力の育成と 、 学生の就職支援を行っている 。

（ 写真）
高度な教育研究をバッ ク アッ プする ため、 学内のネッ ト ワ ーク 環境を整備し ている 。 ま た、 共
同利用Ｐ Ｃ を射水キャ ンパス に80台、 富山キャ ンパス に24台設置し ている 。

●キャ リ アセン タ ー

●情報基盤セン タ ー

（ 写真）
子供がパス テルを使って好き な絵を描く よ う に、 自由で柔軟な発想でも のづく り に取り 組んで
ほし い…、 と いう のが命名の由来。 実践的なも のづく り 教育・ 支援の拠点と し て活用さ れてい
る 。

●地域連携セン タ ー

●附属図書館射水館( HI SS NEXT LI BRARY)

●パス テル工房

●生物・ 医薬品工学研究セン タ ー

（ 写真）

バイ オテク ノ ロ ジーに関する 実用化に向けた基礎的研究及び応用研究を推進し 、 も ってバイ オ
テク ノ ロ ジーに係る 研究水準の向上を図る と と も に、 その成果及び技術を広く 社会に還元す
る 、 と いう 目的の下、 県内企業や学内外の研究組織等と の横断的な研究開発に積極的に取り 組
んでいる 。

（ 写真）
射水館には理工系の専門書を中心に約18万冊の蔵書があり 、 学習コ ーナは毎日多く の学生が利
用し ている 。 館内にはキャ レ ルや隠れ家風の閲覧席も あり 、 学生に学習の場を提供し ている 。

富山館には看護学系の専門書を中心に約２ 万冊の蔵書があり 、 多く の学生が利用し ている 。 館
内にはアク ティ ブラ ーニングス ペース や閲覧席も あり 、 学生に学習の場を提供し ている 。

（ 写真）
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（ 令和８ 年５ 月１ 日現在）

●教員数

学長

工学部

教養教育センタ ー

機械シス テム工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

工学部　 計

情報工学部

データ サイ エンス 学科

情報シス テム工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

情報工学部　 計

看護学部

看護学科

合　 計

●学生数

機械シス テム工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

電気電子工学科

情報シス テム工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

　 　 計

データ サイ エンス 学科

情報シス テム工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

　 　 計

看護学科

機械シス テム工学専攻

知能ロ ボッ ト 工学専攻

電子・ 情報工学専攻

電気電子工学専攻

環境・ 社会基盤工学専攻

生物・ 医薬品工学専攻

　 　 計

総合工学専攻

データ サイ エンス 専攻

情報シス テム工学専攻

知能ロ ボッ ト 工学専攻

　 　 計

情報工学専攻

看護学専攻

看護学専攻

公衆衛生看護学専攻

助産学専攻

　 　 計

合　 　 　 計

※（ 　 ） 内は女性で内数。

●教員一人あたり 学生数
学生数 教員数 学生数 教員数

人 （ ／ ） 人 （ ／ ）

学生数 教員数 学生数 教員数

人 （ ／ ） 人 （ ／ ）

学生数 教員数 学生数 教員数

人 （ ／ ） 人 （ ／ ）

注） 学長は、 教員数に含ま ない。

工学部

3

31 ( 1)

工学研究科

( 3)

21 ( 1)

12 ( 1)

19 ( 3)

18 ( 0)

( 2)

( 20)

( 0)

89

2, 585

0 .9 24 27

情報工学部 10 .6 1 .4507 48 73 51

看護学研究科

 情報工学研究科

看護学部 9 .2 486 53

1 ( 0)

計
教　 　 員

10 ( 9) 9 ( 6) 15 ( 12) 19 ( 15)

7 ( 0) 3 ( 1)

講師 助教

12 ( 1)

19

5 ( 1)

6

10 .3 1, 181 115 3 .2 289

2, 433708 ( 274) 724754 ( 191)( 194) 556

32 ( 11)

計

学生現員

2 ( 0)

( 0)

( 0)

0 ( 0)

0

( 1)2

( 3)

( 0)

115

学長
教授 准教授

0 ( 0)

助手

17 ( 6)

( 0)

6 ( 0)5

8

9

8 ( 0)

7 ( 0)

9

1

15

( 1)

( 0)

6

( 5)

5 ( 2)

2 ( 0)

2 ( 1)

7 ( 0)

0 ( 0)

3

教員数、 学生数

1 ( 0)

6 ( 0)

( 0)

44

( 0)

( 0)

6

3

42

12

7

17

入学
定員

学生定員

※（ 　 ） 内は女性教員で内数。 大学院工学研究科教員は工学部教員のう ち89名が兼務。 大学院情報工学研究科教員は工学部及び
情報工学部教員のう ち51名が兼務。 大学院看護学研究科教員は看護学部教員のう ち27名が兼務。

( 10)

１ 年生
収容
定員

２ 年生 ３ 年生

1 71( 0) ( 18)32( 20)5063 ( 16) ( 64)

４ 年生

( 2)

53 ( 42)

11 ( 0) 8 48( 2)

( 10) 24 ( 8)

2 ( 1)

3

( 0)

( 0)

2 ( 0) 4 ( 0)

( 1)

5 ( 0)

( 0)

2 ( 0)

3 ( 1)5 ( 0)

( 0)

253 437

33

35

193

194

( 79) 1, 181

49 ( 0)

( 12)

34

164

( 64)

145

( 25)

( 22)

40 ( 23)

217

－

－

－40 ( 6)

68 ( 6)

62

15

( 6)

40

201

244

256

( 10)

81 ( 3)

( 62)

53

－ ( 3)

( 16)

81

( 13)69( 3) 66 ( 2)

－－

( 4)61

90 90

( 99)

240

55

45 180

－

( 4)

57 ( 18)

60 ( 4)

49

－

160

( 12)

－ －

220

－

( 2)

( 15) 64 ( 13) 63

博士前期

課    程

看

護

学

専

攻

科

看

護

学

研

究

科
博士後期
課    程

( 24)

2 6

84

25

博士後期

課    程

18

24

14 28 12 ( 0)

24

4 12

27

20 6 ( 5)

108

( 1)

( 0) 507 ( 51)

16

( 112)

24060

125123

169 ( 17) 168 ( 16) 170 ( 18) 0

28

－

－

64

( 88)

( 1)

( 53)

34 ( 9)

486 ( 446)

85

( 4)

( 16)

( 287)

120

( 20)

( 1)

41 ( 21)

61

( 15)

119

264

( 111)

( 73)

( 109) ( 114)

( 25)

( 26)44

35

( 4)

( 1)

( 0)( 1)

( 4)

( 8)

( 20)

( 5)

70

－ 3

120 480

( 0)

5

－

－

124

48

48

－

156

16 ( 1)

( 908)

25

( 2)

12 ( 0)

( 24)

19

27

9 ( 9)

( 17)

16 ( 15)15 15

0

10 10

( 0)

9 ( 9)

16 ( 15)

2525 0

( 30)

10

119

( 249) 551

( 3)

－

－

( 12)

2

－

33

35

33

40 ( 25)

35

( 4)

241 ( 71) 250

工
学
部

40 160

50 ( 4)

60

看護学部

－ －

60

博士後期
課    程

大
学
院
工
学
研
究
科

160 640

168

140

235 940

40

35

60 240

情
報
工
学
部

15 30

－

－

－博
士
前
期
課
程

30

( 4)

( 3)

大
学
院
情
報
工

学
研
究
科

博
士
前
期

課
　
　
程

62

25

( 69)

48

( 1)

( 0)

6 ( 1)( 3) ( 7)

3 ( 1)

13

9

10

( 39)

( 1)

70 ( 4) 0

6

( 3)

31 ( 1)

( 1)

( 6)

40

61

67

40 ( 6)

65

24

( 3)

30 3946 ( 31) ( 22)60

15 18 16( 6)
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【  工 学 部 】

( 人、 倍)

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

　 　 計

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

　 　 計

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

　 　 計

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

　 　 計

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

　 　 計

2. 2

235 683 648 310 241 2. 1 2. 5

35 116 110 49 35 2. 2

2. 4 2. 4

40 119 115 53 40 2. 2 2. 3

2. 1 2. 7

45 96 88 58 49 1. 5 3. 0

計

60 168 160 78 60

55 184 175 72 57

―

2 2 0 0 ― 3. 0

若干名 0 0 0 0 ―

― ―

若干名 0 0 0 0 ― ―

― ―

若干名 1 1 0 0 ― 1. 0

私
費
外
国
人
留
学
生
入
試

若干名 1 1 0 0

若干名 0 0 0 0

2 2. 3 17. 7

12. 5

22 114 114 36 7 3. 2 10. 3

2 17 17 8 1 2. 1

2

5 26 26 5

4. 4 5. 4

5 10 10 5 2 2. 0 10. 4

0 5. 2 11. 6

1. 7

153 471 436 214 174 2. 0 2. 1

23 76 70 31 24 2. 3

43 2. 5 1. 8

26 73 69 33 27 2. 1 1. 2

44 1. 8 2. 5

29 73 65 42 36 1. 5 2. 8

一
般
選
抜

前
期
日
程

39 108 100 55

36 141 132 53

後
期
日
程

7 40 40 9

3 21 21 9

1. 9

60 96 96 60 60 1. 6 1. 4

10 23 23 10 10 2. 3

1. 2 1. 2

11 25 25 11 11 2. 3 1. 3

1. 4 1. 9

11 12 12 11 11 1. 1 0. 5学
校
推
薦
型
選
抜

14 19 19 14 14

14 17 17 14 14

入学試験結果（ 令和８ 年度入試）

選抜区分
募集人員 志願者数 受験者数

( a)
合格者数

( b)
入学者数

( c)
競争倍率

( a/b)

( 参考)
前年度

競争倍率
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【  情 報 工 学 部 】

( 人、 倍)

データ サイ エン ス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

　 　 計

データ サイ エン ス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

　 　 計

データ サイ エン ス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

　 　 計

データ サイ エン ス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

　 　 計

データ サイ エン ス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

　 　 計

65 3. 1 2. 6

64 1. 9 1. 6

160 577 543 203 169 2. 7 1. 9

2. 0

3 3 1 1 3. 0 3. 0

計

40 182 169 52 40

60 159 149 78

3. 3 1. 5

60 236 225 73

1 11. 8 6. 1

私
費
外
国
人
留
学

生
入
試

若干名 0 0 0 0

若干名 3 3 1

― ―

若干名 0 0 0 0 ― ―

1 3. 0

0

5 56 56 5

8. 3 8. 0

5 72 72 5 1 14. 4 4. 9

0 11. 2 6. 8

50 1. 4 1. 3

106 367 333 150 128 2. 2 1. 5

29 3. 3 0. 9

40 138 127 53 49 2. 4 2. 2

一
般
選
抜

前
期
日
程

26 138 125 38

40 91 81 59

後
期
日
程

3 25 25 3

13 153 153 13

0. 7 1. 0

41 54 54 39 39 1. 4 1. 9

1. 7 1. 7

15 26 26 15 15 1. 7 2. 8

学
校
推
薦
型
選
抜

11 19 19 11 11

15 9 9 13 13

選抜区分
募集人員 志願者数 受験者数

( a)
合格者数

( b)
入学者数

( c)
競争倍率

( a/b)

( 参考)
前年度

競争倍率
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【  看 護 学 部 】

( 人、 倍)

学校推薦型選抜 看護学科

前期日程 看護学科

後期日程 看護学科

看護学科

●出身地域別の状況（ 令和８ 年度入試）

【  工 学 部 】

都道府県 都道府県

富山県 三重県

石川県 群馬県

愛知県 その他

岐阜県

静岡県

福井県 計

【  情 報 工 学 部 】

都道府県 都道府県

富山県 長野県

愛知県 三重県

岐阜県 その他

石川県

静岡県

新潟県 計

【  看 護 学 部 】

都道府県 都道府県

富山県

岐阜県

新潟県

石川県

その他

計 362 123 100. 0

18. 785 23

4. 1

4. 915 6

18 5

13. 0

59. 3203 73

41 16

志願者数
( 名)

入学者
( 名)

入学者に占
める 割合％

志願者数
( 名)

入学者
( 名)

入学者に占
める 割合％

3. 0 577 169 100. 124 5

4. 1

10. 170 17

15 7

13. 0 9. 5

16. 6 2. 4117 28

70 22

22 4

82 16

39. 1 2. 4

志願者数
( 名)

入学者
( 名)

入学者に占
める 割合％

志願者数
( 名)

入学者
( 名)

入学者に占
める 割合％

150 66 27 4

2. 9 683 241 100. 0

3. 324 8

25 7

8. 3

14. 5 9. 5120 35

65 20

115 23

14. 9 2. 1

41. 9 2. 5216 101

84 36

27 6

7 5

志願者数
( 名)

入学者
( 名)

入学者に占
める 割合％

志願者数
( 名)

入学者
( 名)

入学者に占
める 割合％

計 120 362 252 130 123

一般選抜
62 1. 9

10

48 89 89 1. 9

1. 9

選抜区分
募集人員 志願者数 受験者数

( a)
合格者数

( b)
入学者数

( c)
競争倍率

( a/b)

( 参考)
前年度

競争倍率

2. 2

2. 3

3. 7

2. 4

48 48

139 129 68 62

134 34 14 13 2. 4
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●令和８ 年度一般選抜成績（ 合格者）

前期日程

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

データ サイ エンス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

看護学科

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

データ サイ エンス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

看護学科

後期日程

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

データ サイ エンス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

看護学科

機械シス テム 工学科

電気電子工学科

環境・ 社会基盤工学科

生物工学科

医薬品工学科

データ サイ エンス 学科

情報シス テム 工学科

知能ロ ボッ ト 工学科

看護学科
看護
学部

工
学
部

情
報
工
学
部

情
報
工
学
部

学　 部・ 学　 科
総合点

満点 最高点 最低点 平均点

工
学
部

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－

－ － －

－ －

174 137

1, 300 924

532 580. 2 －

1, 150 877 766 822. 4 － － － －

511 439 472. 6 200

情
報
工
学
部

満点 最高点

個別試験

満点 最高点 最低点 平均点

－ － －

300

平均点

看護
学部

学　 部・ 学　 科
大学入学共通テス ト

満点 最高点 最低点 平均点

800 525 394 456. 4

総合点

1, 150 719 538 599. 6

1, 200 751 568

1, 150 803 660

満点 最高点 最低点 平均点
学　 部・ 学　 科

1, 150 745

看護
学部

看護
学部

学　 部・ 学　 科
大学入学共通テス ト 個別試験

最高点

工
学
部

情
報
工
学
部

最低点 平均点

519 585. 8

710. 1

1, 150 727 608 640. 2

624. 3

1, 200 755 602 662. 1

満点 最低点

1, 200 785 591 649. 5

1, 200 736 541 593. 9

1, 100 750 635 667. 2

工
学
部

700 463 293 371. 0 450 303 149 228. 6

700 461 319 370. 8 450

750 478 356 405. 8

700 456 302 365. 9 500

303 117 215. 0

355 189 258. 4

400 278 189 234. 3

750 528 415 452. 2 400 303 218 257. 9

311 170 238. 0

256 177 210. 8

750 516 350 406. 4 450 326 185 243. 1

750 468 355 424. 1 450

750 456 313 390. 1 450 311 118 203. 8

－ － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

1, 000 678 586 628. 9

1, 250 813 700 766. 4 －

1, 150 853 655 744. 3

1, 250 965 845 883. 4 －

1, 250 646

－

－ － － －

813 838. 2 － －

156. 4

－ －

1, 300 882 831 857. 3 － － － －

1, 300 867 829 850. 0 － － － －

800
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●卒業後の進路状況（ 学部生） （ 令和７ 年度）

【 工学部】
（ 令和８ 年３ 月31日現在）

●卒業・ 修了者の就職状況（ 令和７ 年度）
（ 令和８ 年３ 月31日現在）

●就職者の県内定着状況（ 過去５ か年）
（ 人）

●出身地と 就職先所在地（ 令和７ 年度）

出身地

就職先

北海道・ 東北

関東

甲信越

富山

石川・ 福井

東海

近畿

中国・ 四国・ 九州

国外

合計 307

0

9 8 17 145 32 80 12 3 1

20

1 1 1 3

1 1 5 8 5

12

7 7 36 3 53

2 8 2

5

1 1 4 109 10 12 1 138

5

3

4 6 8 21 7 21

3

4 2 73

石
川
・
福
井

東
海

近
畿

中
国
・
四
国
・
九
州

国
外

計

北
海
道
・
東
北

関
東

甲
信
越

富
山

164 277 69. 6% 20. 4% 40. 8%

18. 0% 40. 8%

令和３ 年度 80 35 115 33 129 162 113

150 183 122 177 299 76. 7%

164 290 72. 5% 17. 1% 43. 4%

令和４ 年度 89 27 116 33

令和５ 年度 100 38 138 26 126 152 126

149 172 110

169 307 75. 2% 17. 9% 45. 0%

令和６ 年度 87 32 119 23 13. 4% 37. 8%181 291 73. 1%

令和７ 年度 109 36 145 29 133 162 138

県外
就職

計
県内
就職

％

県内出身者 県外出身者 就職者　 合計 県内就職率

％ 45. 0

県外
出身

全体
県外
就職

計
県内
出身

年度
県内
就職

県外
就職

計
県内
就職

う ち県内就職率 59. 5 ％ 27. 3

人

就職率 99. 4 ％ 99. 3 ％ 99. 4 ％

就職者数 168 人 139 人 307

工　 学　 部 大学院工学研究科 計

就職希望者数 169 人 140 人 309 人

40. 5%

計 353 100. 0% 276 78. 2% 77 21. 8%

就　 　 職 168 47. 6% 100 59. 5% 68

そ の 他 2 0. 6% 0 0. 0% 2 100. 0%

割合

進 　  学 183 51. 8% 176 96. 2% 7 3. 8%

卒業・ 修了後の進路、 就職状況

区　 　 分
卒業者 う ち県内へ う ち県外へ

人数( 人) 割合 人数( 人) 割合 人数( 人)
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●卒業後の進路状況（ 学部生） （ 令和７ 年度）

【 看護学部】
（ 令和８ 年３ 月31日現在）

●卒業者の就職状況（ 令和７ 年度）
（ 令和８ 年３ 月31日現在）

●就職者の県内定着状況
（ 人）

●出身地と 就職先所在地（ 令和７ 年度）

出身地

就職先

北海道・ 東北

関東

甲信越

富山

石川・ 福井

東海

近畿

中国・ 四国・ 九州

国外

合計

割合

進 　  学 23 19. 5% 19 82. 6% 4 17. 4%

卒業・ 修了後の進路、 就職状況

区　 　 分
卒業者 う ち県内へ う ち県外へ

人数( 人) 割合 人数( 人) 割合 人数( 人)

32. 6%

そ の 他 3 2. 5% 1 33. 3% 2 66. 7%

就　 　 職 92 78. 0% 62 67. 4% 30

30. 5%

看　 護　 学　 部 看護学専攻科 大学院看護学研究科 計

就職希望者数 94 人 22 人

計 118 100. 0% 82 69. 5% 36

1 人 117 人

就職者数 92 人 21 人 1 人 114 人

就職率 97. 9 ％ 95. 5 ％ 100. 0 ％ 97. 4 ％

う ち県内就職率 67. 4 ％ 52. 4 ％ 100. 0 ％ 64. 9 ％

年度
県内
就職

県外
就職

計
県内
就職

県外
出身

全体
県外
就職

計
県内
出身

36 74

県外
就職

計
県内
就職

県内出身者 県外出身者 就職者　 合計 県内就職率

40 50 72

40 114 88. 5% 13. 9% 64. 9%

令和６ 年度 62 7 69 10 20. 0% 60. 5%47 119 89. 9%

令和７ 年度 69 9 78 5 31

44 113 91. 2% 15. 6% 61. 1%

令和４ 年度 50 2 52 4 11. 8% 62. 8%32 86 96. 2%

令和５ 年度 62 6 68 7 38 45 69

30 34 54

北
海
道
・
東
北

関
東

甲
信
越

富
山

石
川
・
福
井

東
海

近
畿

中
国
・
四
国
・
九
州

国
外

計

1

4 3 4 1 1 2 1 16

1

5

69 3 1 1 74

5

8

3 4 7

1 7

1

0

2 3

114

0

1 4 8 78 11 6 4 2 0
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●学部・ 大学院　 学科・ 専攻別就職状況（ 令和７ 年度）
【 業種別】

3 45 2 1 2 1 1 55

27 16 4 47

3 31 2 46 1 1 1 4 1 4 94

11 2 2 14 11 40

53 1 2 56

15 15

1 113 114

合計 17 171 4 68 1 1 2 24 0 0 113 2 18 0 421

【 就職先所在地別】

10 3 20 4 14 3 1 55

9 1 20 1 13 3 47

1 30 1 37 4 13 7 1 94

1 11 18 1 6 3 40

1 12 30 2 7 3 1 56

1 13 1 15

1 16 5 74 8 7 3 114

合計 4 89 10 212 20 61 22 3 0 421

看護学部、 看護学専攻科、 看護学研究科

医薬品工学科

生物工学科・ 生物・ 医薬品工学専攻

知能ロ ボッ ト 工学科・ 知能ロ ボッ ト 工学専攻

機械シス テム 工学科・ 機械シス テム工学専攻

生物工学科・ 生物・ 医薬品工学専攻

機械シス テム 工学科・ 機械シス テム工学専攻

知能ロ ボッ ト 工学科・ 知能ロ ボッ ト 工学専攻

電気電子工学科・ 情報シス テ ム 工学科・
電子・ 情報工学専攻

環境・ 社会基盤工学科・ 環境・ 社会基盤工学専攻

電気電子工学科・ 情報シス テ ム 工学科・
電子・ 情報工学専攻

環境・ 社会基盤工学科・ 環境・ 社会基盤工学専攻

医薬品工学科

看護学部、 看護学専攻科、 看護学研究科

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・

熱
供
給
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
、

郵
便
業

金
融
業
、

保
険
業

宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー

ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス

業
、

娯
楽
業

計

分
類
不
能
の
産
業

医
療
、

福
祉

卸
売
業
、

小
売
業

学
術
研
究
、

専
門
・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

公
務
（

他
に
分
類
さ
れ

る
も
の
を
除
く
）

サ
ー

ビ
ス
業
（

他
に
分

類
さ
れ
な
い
も
の
）

北
海
道
・
東
北

関
東

甲
信
越

富
山

石
川
・
福
井

国
外

計

中
国
・
四
国
・
九
州

近
畿

東
海
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産官学連携・地域貢献活動 

 

１ 富山県立大学研究協力会の設立と地域連携センターの開所 

平成 16 年４月、県内産業界の呼びかけにより、本学と産業界の連携を深めることを目的に、富山県

立大学研究協力会が設立（Ｒ8.3月末現在236会員）。 

この動きに呼応し、地域貢献の総合窓口として、地域連携センターを開所。産学連携と生涯学習に関

する各種事業を積極的に展開。 

 

２ 地域連携センターの活動状況（令和７年度） 

①  センター教員９名（兼務）、コーディネーター４名を配置し、企業からの技術相談、企業ニーズと

大学シーズのコーディネートなどを実施。 

・センター来所実績  258企業等 

・技術相談      207件 

②  地域連携公開セミナー(１回)の開催 

③ 公開講座(３回)、県民開放事業(ｵｰﾌﾟﾝ・ﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ)､ダ・ヴィンチ祭等の開催 

④ 各種イベントなどへの大学からの出展等４回） 

⑤ 社会人向けセミナーキャリアアップ支援講座（４コース） 

⑥ 社会人向けセミナー企業向けオーダーメイド講座（７社） 

 

３ 県立大学研究協力会の活動状況（令和７年度） 

①  リエゾンサポーターの委嘱 

大学と研究協力会との橋渡し役として、会員企業の技術担当者等をリエゾンサポーターに委嘱 

（160名）。 

②  テーマ別研究会の開催 

企業ニーズに即した産学官の共同研究開発プロジェクトをめざし、技術談義の場として６つの研究

会を立ち上げ、講演会などを開催（計２回）。 

③  講演会、県大教員の奨励研究への助成など 

 

４ その他 

① 論文準修士コースの開設 

地域産業の活性化のため、平成18年４月、大学院（工学研究科）に、社会人のための「高度専門職

業能力養成コース」を開設し、企業経営に必要なＭＯＴ（技術経営）等の専門知識の修得により、知

的イノベーション能力を向上。 

（これまでの入学者数：平成18年度6人、平成19年度6人、平成20年度4人、平成23年度1人、

平成 25年度 1人、平成 26年度 1人、平成 28年度 1人、平成 29年度 0人、平成 30年度 1人、平

成31年度0人、令和２年度1人、令和３年度０人、令和４年度０人、令和５年度１人、令和６年度

０人、令和７年度０人） 

② 自治体との連携協定の締結 

平成18年４月13日、射水市と本学が連携協定を締結し、産業・教育・文化・まちづくりなど、幅

広い分野で連携・協力を推進。 

射水市と本学との連携協力を機動的に推進するため、連携推進会議の下部組織として「地域協働部

会」を設置（平成25年 11月） 

また、平成28年 10月 24日には高岡市、平成29年４月18日には南砺市と連携協定を締結。 

 



●学術交流協定を 締結し ている 海外大学、 研究機関
（ 令和８ 年３ 月31日現在）

注１ ： 2009年締結済協定の更新 注５ ： 2018年締結済協定の更新

注２ ： 2022年締結済協定の更新　 注６ ： 2018年締結済協定の更新

注３ ： 2011年締結済協定の更新

注４ ： 2018年締結済協定の更新

R7( 2025) .
9. 1

ラ ンパーン ラ チャ パッ ト 大学 教職員およ び学生の交流、 共同研究

研究者、 学生の交流、 共同研究

R5( 2023) .
11. 6

R6( 2024) .
11. 30

チェ ンマイ 大学

カセサート 大学

共同研究、 国際出版、 その他の学術活動

海洋生物や海洋微生物から 医薬品等に有用な物質の探
索に関する 共同研究およ び研究者や学生の相互交流

微生物の機能性を利用し た医薬や農薬の開発に関する
共同研究およ び研究者や学生の相互交流

イ ンド ネシアにおける 環境保全に関する 共同研究

薬草や微生物等を利用し た医薬品等の開発に関する 共
同研究およ び研究者や学生の相互交流

環境に関する 研究の促進

タ イ

アメ リ カ合
衆国

ス リ ラ ンカ

R5( 2023) .
8. 30

研究者、 学生の交流、 共同研究

R5( 2023) .
9. 11

研究者の交流、 実験施設の共同利用ウ バウ ェ ラ ッ サ大学

マレ ーシア国民大学

R8( 2026) .
2. 4

マレ ーシア工科大学 研究者、 学生の交流、 共同研究

マレ ーシア

R5( 2023) .
12. 8

チェ ンマイ 大学 研究者、 学生の交流、 共同研究

イ ギリ ス
R7( 2025) .

3. 31
ス ウ ォ ンジー大学 共同研究

H10( 1998) .
10. 9

アラ ス カ大学 ロ ケッ ト 実験によ る 宇宙空間科学及び技術開発の推進

ド イ ツ
H26( 2014) .

8. 11
ビーレ フ ェ ルド 大学

酵素触媒の開発及びそれら を用いる 有機合成に関する
研究

R5( 2023) .
2. 9

ポート ラ ン ド 州立大学

研究者、 学生の交流、 共同研究ス イ ス 連邦

イ ンド ネシ
ア

R4( 2022) .
7. 28

タ デュ ラ コ 大学（ 注３ ）

R6( 2024) .
4. 3

イ ンド ネシア大学（ 注５ ）

R5( 2023) .
12. 18

ディ ポネゴ ロ 大学（ 注４ ）

ベト ナム
H25( 2013) .

1. 9
ホーチミ ン 市工科大学

R3( 2021) .
3. 29

バーゼル大学（ 注６ ）

有用微生物資源及び植物資源の開発に関する 共同研究

R5( 2023) .
8. 24

チュ ラ ロ ン コ ン大学 研究者、 学生の交流、 共同研究

中国医科大学（ 注２ ） 共同研究及びその他の学術活動

プリ ンス ・ オブ・ ソ ン ク ラ 大学
H17( 2005) .

8. 1

国際交流

国・ 地域 締結日 提携機関 提携テーマ

イ ンド
R7( 2025) .

3. 26
アンド ラ 大学 研究者、 学生の交流、 共同研究

中国

H26( 2014) .
12. 24

中国浙江科技学院
中国の動植物、 微生物を利用し た医薬品や食品の開発
に関する 共同研究

H27( 2015) .
6. 17

中国遵義医科大学
酵素触媒の開発及びそれら を用いる 有機合成に関する
研究

R8( 2026) .
1. 11

中国瀋陽化工大学（ 注１ ） 研究者、 学生の交流、 共同研究

R7( 2025) .
3. 31
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●学生交流協定を 締結し ている 海外大学、 研究機関
（ 令和８ 年５ 月１ 日現在）

注１ ： 2009年締結済協定（ 2017. 1. 11更新） の改定

注２ ： 2018年締結済協定の更新

注３ ： 2018年締結済協定の更新

注４ ： 2018年締結済協定の更新

●外国人留学生数
（ 令和８ 年５ 月１ 日現在）

中国

バングラ デシュ

マレ ーシア

ミ ャ ン マー

ベト ナム

ガボン

ベナン

パレ ス チナ

イ ラ ン

ス イ ス

合　 計

※（ 　 ） 内は女性で内数。

( 6)0 ( 0) 1 ( 0)2 ( 1)5 ( 3) 3 ( 0) 5 ( 2) 16

学部
学生

大学院学生
研究生

特別聴講
学生

特別研究
学生

計
修士 博士

R5( 2023) .
12. 18

ディ ポネゴ ロ 大学（ 注３ ）

R6( 2024) .
4. 3

イ ンド ネシア大学（ 注４ ）

( 0)

H27( 2015) .
6. 17

中国遵義医科大学

締結日 提携機関

H26( 2014) .
12. 24

中国浙江科技学院

国・ 地域

中国

提携テーマ

特別研究学生交流

特別研究学生交流

単位互換に基づく 学生交流

H26( 2014) .
8. 11

ビーレ フ ェ ルド 大学

R3( 2021) .
3. 29

バーゼル大学（ 注２ ）

R8( 2026) .
1. 11

中国瀋陽化工大学（ 注１ ）

2 ( 0)

3 ( 2) 3 ( 2)

1 ( 0) 1

1 ( 0) 1 ( 0)

1 ( 0)

2 ( 2)

2 ( 0)

2 ( 2)

1 ( 1)

1 ( 0)

1 ( 1)

1 ( 0)

1 ( 0)

1 ( 0) 1 ( 1)

1 ( 0)

2 ( 1)

1 ( 0) 1 ( 0)

1 ( 0)

特別研究学生交流

特別研究学生交流

学術交流

特別研究学生交流

特別研究学生交流

学生交流

特別研究学生交流

特別研究学生交流

タ イ

ド イ ツ

ス イ ス 連邦

イ ンド ネシア

H17( 2005) .
8. 1

プリ ンス ・ オブ・ ソ ン ク ラ 大学

R6( 2024) .
11. 30

カセサート 大学

R5( 2023) .
8. 24

チュ ラ ロ ン コ ン大学

R6( 2024) .
4. 12

チェ ンマイ 大学
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財務状況

（ 単位： 百万円）

資産の部 負債の部

Ⅰ　 固定資産 Ⅰ　 固定負債 3, 346 ( 20. 2%)

１ 　 有形固定資産 13, 575 ( 82. 1%) 長期寄附金債務 67 ( 0. 4%)

土地 3, 257 ( 19. 7%) 長期リ ース 債務 101 ( 0. 6%)

建物 10, 003 ( 60. 5%) 長期繰延補助金等 3, 177 ( 19. 2%)

減価償却累計額 ▲3, 000 ( ▲18. 1%) Ⅱ　 流動負債 1, 589 ( 9. 6%)

構築物 911 ( 5. 5%) 運営費交付金債務 61 ( 0. 4%)

減価償却累計額 ▲269 ( ▲1. 6%) 預り 施設費 24 ( 0. 1%)

工具器具備品 5, 651 ( 34. 2%) 預り 補助金等 94 ( 0. 6%)

減価償却累計額 ▲3, 774 ( ▲22. 8%) 寄附金債務 340 ( 2. 1%)

建設仮勘定 17 ( 0. 1%) 前受受託研究費 95 ( 0. 6%)

図書 706 ( 4. 3%) 前受共同研究費 43 ( 0. 3%)

美術品・ 収蔵品 72 ( 0. 4%) 短期リ ース 債務 35 ( 0. 2%)

車両運搬具 34 ( 0. 2%) 未払金 769 ( 4. 7%)

減価償却累計額 ▲32 ( ▲0. 2%) 未払消費税等 1 ( 0. 0%)

２ 　 無形固定資産 95 ( 0. 6%) 科学研究費助成事業等預り 金等 127 ( 0. 8%)

特許権 23 ( 0. 1%) 負債の部　合計 4,935 (29.8%)

ソ フ ト ウ ェ ア 31 ( 0. 2%)

特許権仮勘定 41 ( 0. 2%) 純資産の部

３ 　 投資その他の資産 299 ( 1. 8%) Ⅰ　 資本金 6, 614 ( 40. 0%)

投資有価証券 270 ( 1. 6%) Ⅱ　 資本剰余金 2, 559 ( 15. 5%)

長期前払費用 28 ( 0. 2%) 資本剰余金 5, 292 ( 32. 0%)

Ⅱ　 流動資産 2, 564 ( 15. 5%) 減価償却相当累計額等 ▲2, 733 ( ▲16. 5%)

現金及び預金 1, 916 ( 11. 6%) Ⅲ 利益剰余金 2, 210 ( 13. 4%)

未収金 625 ( 3. 8%) 867 ( 5. 3%)

前払費用 24 ( 0. 1%) 積立金 1, 200 ( 7. 3%)

当期未処分利益 143 ( 0. 9%)

Ⅳ　 その他有価証券評価差額金 215 ( 1. 3%)

純資産の部　合計 11,598 (70.2%)

資産の部　合計 16,533 (100.0%) 負債純資産合計 16,533 (100.0%)

●貸借対照表の概要（ 令和８ 年３ 月31日現在）

目的積立金
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●損益計算書の概要（ 令和７ 年度）

経常費用

業務費

教育経費 1, 131 ( 18. 5%)

研究経費 1, 030 ( 16. 8%)

教育研究支援経費 305 ( 5. 0%)

教育研究経費小計 2, 466 ( 40. 3%)

受託研究費 137 ( 2. 2%)

共同研究費 107 ( 1. 7%)

受託事業費 16 ( 0. 3%)

役員人件費 28 ( 0. 5%)

教員人件費 2, 260 ( 36. 9%)

職員人件費 796 ( 13. 0%)

人件費　小計 3, 084 ( 50. 4%)

一般管理費 308 ( 5. 0%)

経常費用合計 6, 118 ( 100. 0%)

経常収益

運営費交付金収益 3, 449 ( 55. 1%)

授業料収益 1, 327 ( 21. 2%)

入学金収益 159 ( 2. 5%)

検定料収益 35 ( 0. 6%)

受託研究収益 132 ( 2. 1%)

共同研究収益 81 ( 1. 3%)

受託事業等収益 18 ( 0. 3%)

寄附金収益 250 ( 4. 0%)

施設費収益 92 ( 1. 5%)

補助金等収益 612 ( 9. 8%)

公開講座等受講料収益 1 ( 0. 0%)

雑益 105 ( 1. 7%)

経常収益合計 6, 262 ( 100. 0%)

経常利益 144

臨時損失 1

臨時利益 0

当期純利益 143

目的積立金取崩額 0

当期総利益 143

（ 単位： 百万円）

- 21 -



●外部資金の受入実績
（ 件、 百万円）

351 49911 4令和７ 年度 36 170 91 88 107 112 106 125

平成29年度

53 36

128 56

54 49

平成28年度 26 281 60 63 104

290 71

1 282 44277 156 7

95

平成３ 年度 1 1 1 5 30 23

53 114 10428

平成23年度 24 177 52 63 64

40

84 79

平成26年度 21 292 51

5 1 300 414

37 129 75 81 123 112 109 177 10 3 354 502

336 50334

110 75 160

58 67

68 79

33

年度 件数 金額 件数 金額

令和２ 年度

令和３ 年度 136 87 105

令和元年度

平成30年度 35 83 56 60 129

平成27年度 16 220

72

受託研究費 共同研究費 奨励寄附金 科学研究費 学術相談 合計

128 146 94 153 12 4

金額 件数 金額 件数 金額件数 金額 件数

121

平成18年度 26 100 41

176 370

54185 63 111 4 1 257

188 476

52953 54 102

77

平成13年度 6 31 5 6 51 35 18 25

3 53

37

80 97

26865 30 63 19598

94 130 178 10 3 355 516

○H26～29年度の受託研究費には、 ERATO「 浅野酵素活性分子プロ ジェ ク ト 」 に関する 研究費が含ま れていま す。

13249 29 40 90

3987

平成８ 年度 5 40 3

13 8 372 485令和４ 年度 36 122 89 113 103 99 131 143

18 8 393 501令和６ 年度 34 97 94 96 114 148 133 152

18 10 376 455令和５ 年度 33 86 92 105 104 111 129 143
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　 学内マッ プ
１　射水キャンパス施設全体図

温

室

-

L 合同棟

M 生物工学科棟

K 生物・ 医薬品工学

研究センタ ー

G 厚生棟

H 体育館

E 研究棟

D 教職員共通棟

O 大谷講堂
太閤池

講義棟

大駐車場

R 環境工学実験棟２

Q パス テル工房

F 

実習棟
C 

教職員駐車場

噴水

茶室

太閤池の森

北側出入口

西側出入口

正面出入口

南側出入口

駐車場

東側出入口

駐輪場

駐輪場

富山→←小矢部

太閤町団地中山公園

貯蔵庫
危険物

学生会館

I 環境工学実験棟１

危険物貯蔵庫

車庫
不要物品
集積場

不要物品
集積場

情報基盤
J 

センタ ー

駐輪場

N 中央棟

P

駐輪場

駐輪ス ペース

駐車場

S Ｄ Ｘ 教育研究

センタ ー

T 情報工学研究棟

B 図書館

A 本部棟

HISS

NEXT

LIBRARY

食堂
タ カノ ギケン

G café
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農業機械
格納庫

学内農場倉庫

グ ラ ウ ンド （ サッカー場 ）

サブグラウンド （野 球 場 ）

ふれあい
の丘

芝生広場

旧附属農場

富山県農林水産総合技術センター

（木材研究所）

＜アクセス＞

東実験棟

東駐車場
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＜アクセス＞
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最近の特記事項 

 

１ 大型競争的研究費の採択 

○本学鎌倉講師（生物工学科）が科学技術振興機構（JST）の戦略的創造研究推進事業（さきがけ）に採択

（平成25年度）                 【研究期間 平成25年度～平成28年度】 

さきがけは、研究領域の責任者である研究総括が、複数の個人研究者を総括し、研究領域を「バーチ

ャル・ネットワーク型研究所」として運営するもので、「生体における動的恒常性維持・変容機構の解

明と制御」の研究領域において、鎌倉講師の研究課題「女王蜂における寿命制御機構の解明」が採択さ

れた。 

 

○本学浅野教授（生物工学科）が科学技術振興機構（JST）の戦略的創造研究推進事業（ERATO）に採択（平

成23年度）                   【研究期間 平成23年度～平成29年度】 

個人型研究資金では国内最大級の事業で、研究費総額14億円程度、事後評価では最高評価を得た。 

これまでの採択者には、ノーベル化学賞の野依良治氏や、青色発光ダイオード開発の中村修二氏など世

界で活躍する研究者が名を連ねる。 

 

○本学下山学長、塚越講師（知能ロボット工学科）、野田講師（知能ロボット工学科）の研究グループが新

エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の「IoT 社会実現のための超微小量センシング技術開発」

に採択（令和元年度）                   【研究期間 令和元年度～令和５年度】 

社会課題解決と新産業創出を両立する Society5.0 の実現を目指し、超微小量センシング技術に関する

テーマとして「血中成分の非侵襲連続超高感度計測デバイス及び行動変容促進システムの研究開発」が採

択された。 

 

○本学長井教授（医薬品工学科）の研究グループが日本医療研究開発機構（AMED）の「産学連携医療イノ

ベーション創出プログラム」基本スキーム【ACT-M】に採択  【研究期間 令和２年度～令和４年度】 

アカデミア発の「技術シーズ」を産業界に円滑かつ効果的に移転することで新しい医療の実用化を目指

すための産学連携による研究開発を支援するもので、研究課題「自然免疫制御による全身性エリテマトー

デス治療薬の創製」が採択された。 

 

２ 各種受賞 

○本学教員が紫綬褒章（平成23年度春）を受章 

浅野教授（生物工学科）が、応用微生物学分野で、微生物や植物由来の新しい酵素を見出し、改変する

等、酵素の新しい用途を発見するなどの功績により、平成23年 4月 29日付けで紫綬褒章を受章。 

 

○本学教員が第33回（平成28年度）とやま賞を受賞 

野村講師（生物工学科）が平成28年 5月に「有用植物二次代謝産物の生合成機構の生化学的解明とバイ

オプロセスによる物質生産への応用」で、第33回とやま賞（学術研究部門）を受賞。 

 

○本学教員が平成29年度科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞を受賞 

古澤講師（教養教育）が平成 29 年 4 月に「エピゲノム修飾による腸管制御性 T 細胞誘導制御の研究」

で、平成29年度科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞を受賞。 

 

○本学教員が第34回（平成29年度）とやま賞を受賞 

竹井教授（医薬品工学科）が平成 29 年 5 月に「植物の活用によるナノ・マイクロ微細加工用機能性高

分子材料の創出」で、第34回とやま賞（科学技術部門）を受賞。 

 

○本学教員が第35回（平成30年度）とやま賞を受賞 

山村准教授（教養教育）が平成30年 6月に「元素の特性を活用した高次分子複合体の設計・開発」で、

第35回とやま賞（学術研究部門）を受賞。 
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○本学教員が第37回（令和２年度）とやま賞を受賞 

遠藤洋史准教授（機械システム工学科）が令和2年5月に「表界面制御技術を駆使した高分子系多機能

性マテリアル群の開発」で、第37回とやま賞（科学技術部門）を受賞。 

 

○本学教員が第38回（令和３年度）とやま賞を受賞 

小山靖人教授（医薬品工学科）が令和3年5月に「ペプチドの交互共重合法の開発と生体材料の創製」

で、第38回とやま賞（科学技術部門）を受賞。 

 

○本学教員が第２回富山第一銀行奨学財団賞（令和５年度）を受賞 

古澤之裕准教授（医薬品工学科）が令和5年7月に「機能性素材による腸内細菌を介した免疫機能の調

節と疾患予防」で、第２回富山第一銀行奨学財団賞（特別賞）を受賞。 

 

○本学名誉教授が瑞宝中綬章（令和７年度秋）を受章 

浅野泰久名誉教授が、農芸化学、応用微生物学、応用酵素学の分野において学術振興に寄与し、また

その優れた学問的知見に基づいて、我が国のバイオテクノロジー（微生物や酵素の開発と利用）の発展

に尽力し、優れた業績をあげた功績により、令和７年11月３日付けで瑞宝中授章を受章。 

 

 

３ 国際交流 

○瀋陽化工大学との国際学術協定及び単位互換に基づく学生交流に関する協定 

平成23年 1月に両大学で学術交流協定及び単位互換に基づく学生交流に関する協定を締結。23年 4月

から本学として初めての取組みとなる学生の交換留学を開始。 

 

○バーゼル大学との学術交流に関する協定 

平成 30 年 3 月に両大学で学術交流に関する協定を締結。バイオ医薬品や製薬技術分野を主とした国際

共同研究や教職員の派遣、学生の交換留学等で学術交流を促進。 

 

○ポートランド州立大学との学術交流に関する協定 

令和4年8月、県オレゴン訪問団が派遣され、富山県知事とオレゴン州知事が「経済分野等における交

流と協力に関する覚書」を取り交わし、本学とポートランド州立大学との学術交流協定締結に向けた支

援を行うことが合意されたことを契機に、本学とポートランド州立大学との学術交流を深めるため、令

和5年2月に学術交流協定を締結。 

 

〇アンドラ大学との学術交流に関する協定 

 令和6年12月、富山県知事がインド・アンドラプラデシュ州を訪問し、経済、文化、学術交流などに

関する交流協定を再締結した。これを契機に、本学とアンドラ大学との学術交流を深めるため、令和7

年3月に学術交流協定（MOU)を締結。 

 

 〇シリコンバレー・アントレプレナー研修 

 起業家精神を養成するための「スタートアップ特論」の授業を履修した学生を対象として、令和6年

度から始まったプログラム。多数のリーディングカンパニーを生み出したシリコンバレーで、現地の企

業・大学関係者との意見交換や成果発表を通じて、実践的なアントレプレナーシップを学ぶ。 

 

〇マレーシア工科大学語学研修 

 英語の学習意欲や国際社会に対する理解・関心を深めるため、令和6年度から実施。マレーシア工科

大学の学生寮に滞在しながら、英語やマレーシア文化などを学び現地学生との交流を行う。 

 

 

 



- 28 - 

４ 各種セミナー・交流会等 

① 県立大学短期大学部閉学・県立大学起源50周年記念式典・記念講演会の開催 

平成24年3月末に短期大学部が閉学となるとともに、県立大学が県立大谷技術短期大学の開学から数

えて50周年の節目を迎えたことから、県立大学が、これからも地域に貢献し全国に誇れる大学とし

て、更に発展、飛躍していくというメッセージを発信するため、平成24年8月にアイザック小杉文化ホ

ールラポールで開催。 

 

② サマースクールの開講 

平成30年6月に発足した県内の産学官が連携して医薬品産業の振興や専門人材の育成と確保に取り組

む「くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアムの事業の一環として、全国の学生を

受講生とする富山県立大学サマースクール＜バイオ医薬品コース＞を令和元年８月から実施。 

 

③ 県立大学開学30周年記念式典・記念講演会の開催 

30周年の節目を迎え、県立大学が、これからも「地域に貢献する知の拠点」として、教育と研究で

さらなる飛躍を遂げるというメッセージを発信するため、令和２年10月にアイザック小杉文化ホール

ラポールで開催。また、30周年記念誌として、『富山県立大学 30年史』を発刊。 

 

５ 学術協定の締結 

① 独立行政法人港湾空港技術研究所と連携・協力の推進に関する協定書を締結 

平成27年3月に、両機関の研究開発能力と研究資産等を活かし、先進的・実用的な研究開発及び次世

代を担う人材の交流・育成を目的とし、北陸３県の大学では初めてとなる連携・協力の推進に関する

協定を締結した。 

 

② 独立行政法人土木研究所との連携・協力の推進に関する協定書を締結 

平成27年3月に、両機関の研究開発能力と研究資産等を活かし、先進的・実用的な研究開発及び次世

代を担う人材の交流・育成を目的とし、北陸３県の大学では初めてとなる連携・協力の推進に関する

協定を締結した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観                        内観                       通路からグリーン×ＡＩ教育研究拠点を 

                                                     望む 

 令和６年４月に開設した情報工学部や、令和８年４月に設置した情報工学系大学院が使用する情報工学研究棟

を新しく建設しました。 

この新校舎には、80人収容の「講義室」、ビッグデータを収集・分析する演習を行う「データサイエンス演習室」、 

エネルギー効率の向上に寄与する「太陽光パネル」等の施設や設備を備えています。また、１階には、産業を変革

するグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）に取り組むことにより、地域社会や人々の生活を支援するための人材

教育や研究の推進を目的とした「グリーン×ＡＩ教育研究拠点」が設置されています。 

令和８年４月供用開始 

○情報工学研究棟の新築 

ドンドン マスマス 充実する教育環境！ 



デジタルの
エキスパートを育成！

機械システム

工学科（定員50）

知能デザイン

工学科（定員50）

情報システム

工学科（定員50）

環境工学科

（定員40）

生物工学科

（定員40）

生物工学科
定員40名

H27入学定員

230名
H29入学定員

330名

電子・情報工学科
（電気・電子系強化）

定員80名

環境・社会基盤工学科
(社会基盤系等強化)

定員55名

医薬品工学科
定員35名
バイオ医薬

医薬品工学科
定員35名
バイオ医薬

富山県立大学では、県内産業等に求められる人材育成と若者の定着に貢献し、一層魅力ある大学と
なるよう、学部学科の拡充・新設、大学院の再編を進めてきました。今後は、デジタル化の進展に応
じた人材、専門看護師など高度な看護人材等の育成に向けた取組みを進めます。

法人化後 ２年で 100名増

知能ロボット

工学科

知能ロボット

工学科

H27年4月
(公立大学法人化時)

工 学 部

定員60名 (H28.4～)
(複合材料分野強化)

定員60名
(H28.4～)
(ロボット関連
分野強化)

社会、産業界のニーズを踏まえた改組改編

H31入学定員

450名

法人化時の２倍に！

H30名称変更

H29名称変更

H29名称変更

電気電子工学科
定員45名
電気電子工学科
定員45名

情報システム
工学科 定員45名
情報システム
工学科 定員45名

R2入学定員

460名

知能ロボッ

ト工学科
定員70名

知能ロボッ

ト工学科
定員70名

R8年4月

情報システム
工学科

定員70名

情報システム
工学科

定員70名

R4定員増

H29新設

R2新設

R2新設

R２

大学院工学研究科

機械システム 〔M〕
工学専攻（定員20）

知能ロボット 〔M〕
工学専攻（定員20）

電子・情報 〔M〕
工学専攻（定員27）

環境・社会基盤〔M〕
工学専攻（定員15）

生物・医薬品 〔M〕
工学専攻（定員26）

総合工学専攻 〔D〕
（定員10）

R3.4～再編

機械システム工学科
定員60名

環境・社会基盤工学科

定員55名

生物工学科
定員40名

医薬品工学科
定員35名

医薬品工学科
定員35名

電気電子工学科
定員45名

電気電子工学科
定員45名

工 学 部

「看護学部」
看護学科 定員120名

H31開設

情報システム工学科
定員60名

情報システム工学科
定員60名

知能ロボット工学科

定員60名

知能ロボット工学科

定員60名

情報工学部

データサイエンス学科

定員40名

看護学部

看護学科

定員120名

大学院看護学研究科

看護学専攻 〔M〕（定員10)

看護学専攻科

助産学専攻 （定員10)

R5.4～開設

R4入学定員

495名
R6入学定員

515名

R6.4～
３学部体制に！

看護学専攻 〔D〕（定員 2)R7.4～開設

R5.4～開設

公衆衛生看護学専攻 （定員15)

大学院工学研究科

機械システム 〔M〕
工学専攻（定員24）

知能ロボット 〔M〕
工学専攻（定員24）

データサイエンス〔M〕
専攻（定員14）

環境・社会基盤〔M〕
工学専攻（定員15）

生物・医薬品 〔M〕
工学専攻（定員30）

総合工学専攻 〔D〕
（定員6）

R8.4～再編

電気電子 〔M〕
工学専攻（定員15）

大学院情報工学研究科

情報システム〔M〕
工学専攻（定員24）

情報工学専攻 〔D〕
（定員4）

R8.4～新設
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